
   

        

  

 

        

                      

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要 

第
四
十
八
号 

（
二
〇
一
三
年
三
月
十
五
日
） 

 

初
期
ジ
ン
メ
ル
の
社
会
的
行
為
・
事
象
の
分
析
に
お
け
る
 

複
雑
性
と
意
識
性
の
問
題
 

―
― 

あ
る
い
は
相
互
作
用
概
念
の
含
意
―
― 

C
om

plexity and Consciousness in Sim
m

el’s E
arly A

nalysis of Social A
ction and Phenom

ena 
     

―O
r Im

plications of his Concept of Interaction

― 

 

池
田 

光
義 

M
it

su
yo
sh
i I

KE
DA 

要 

旨 
 

 

社
会
的
行
為
・
事
象
を
分
析
す
る
さ
い
に
直
面
す
る
難
題
に
〈
複
雑
性
〉
と
〈
意
識
性
〉
（
意
図
・
動
機
）
の
問
題
が
あ
る
。

現
代
社
会
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
一
つ
を
確
立
し
、
歴
史
学
の
方
法
論
的
基
礎
づ
け
と
倫
理
学
の
基
礎
概
念
・
原
理
の
批
判
を
試
み

た
若
き
ジ
ン
メ
ル
が
こ
の
問
題
と
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
ど
の
よ
う
な
帰
結
を
得
た
の
か
を
粗
描
す
る
の
が
本
稿
の
課
題
で
あ

る
。
前
篇
で
は
、
現
実
事
象
の
複
雑
性
は
、
多
層
的
次
元
で
展
開
さ
れ
る
多
因
子
間
の
多
様
な
相
互
作
用
と
い
う
視
点
と
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
因
果
律
の
制
約
や
因
果
認
識
の
不
確
実
性
な
ど
を
帰
結
す
る
と
ジ
ン
メ
ル
が
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

後
篇
で
は
、
意
識
―
行
為
の
「
認
識
論
的
」
関
係
、
意
識
と
無
意
識
と
の
交
錯
、「
客
観
的
形
成
体
」
、
目
的
―
手
段
関
係
の
錯
綜
、

予
測
せ
ざ
る
結
果
、
ラ
べ
リ
ン
グ
論
的
逸
脱
、
予
言
の
自
己
成
就
な
ど
に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
行
為
論
を
考
察
し
、
彼
が
行
為
と

意
識
（
意
図
・
動
機
）
の
関
係
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。 
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社
会
的
行
為
を
含
め
て
社
会
的
事
象
一
般
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
避
け
て

通
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
が
複
雑
性
と
意
識
性

、
、
、
、
、
、
、
（
意
図
や
動
機
）
の
問
題
で
あ
る
。

若
き
ジ
ン
メ
ル
は
、
一
八
八
○
年
代
後
半
か
ら
世
紀
転
換
期
に
か
け
て
、
現
代
社
会

学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
一
つ
を
確
立
し
、
歴
史
学
の
認
識
論
的
・
方
法
論
的
基
礎
づ
け

を
試
み
、
功
利
主
義
と
義
務
論
の
基
本
概
念
・
原
理
を
認
識
論
的
、
心
理
学
的
、
歴

史
学
的
、
社
会
学
的
に
批
判
し
た
が
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
い
か
な
る
ス
タ
ン
ス

を
示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
こ
の
問
い
を
精
密
か
つ
体
系
的
に
追
及
す
る
た
め

の
予
備
考
察
で
あ
る
が
、
本
稿
を
通
じ
、
こ
の
問
い
に
つ
い
て
熟
考
す
る
こ
と
が
ジ

ン
メ
ル
の
社
会
思
想
・
社
会
学
を
理
解
・
評
価
す
る
う
え
で
決
定
的
な
意
味
を
も
つ

だ
け
で
な
く
、
行
為
論
一
般
や
社
会
学
史
一
般
、
さ
ら
に
は
複
雑
性
理
論
や
科
学
論

一
般
に
と
っ
て
も
一
定
の
重
要
な
帰
結
を
含
意
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
た
い
。 

 
 

 

前
篇 

社
会
事
象
の
複
雑
性
と
そ
の
方
法
論
的
帰
結 

 

 

道
徳
科
学
と
社
会
科
学
に
も
自
然
科
学
的
方
法
が
基
本
的
に
適
用
で
き
る
と
し
、

そ
の
方
法
論
を
経
験
的
帰
納
法
と
し
て
体
系
化
し
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
Ｊ
・

Ｓ
・
ミ
ル
で
あ
る
。
彼
は
、
後
に
「
イ
ギ
リ
ス
創
発
主
義
の
発
祥
」
と
評
価
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
、
同
質
効
果
（
要
因
の
個
別
作
用
の
単
純
加
算
効
果
と
見
な
し
う
る
結

果
な
い
し
性
質
）
と
異
質
効
果
（
そ
う
は
見
な
し
え
な
い
結
果
・
性
質
）
と
の
峻
別
、

あ
る
い
は
（
各
原
因
の
個
別
結
果
が
知
ら
れ
て
い
れ
ば
そ
う
し
た
諸
原
因
の
複
合
作

用
も
演
繹
に
よ
り
一
意
的
に
決
定
で
き
る
と
い
う
）
原
因
合
成
原
理
の
成
立
と
不
成

立
と
の
対
置
を
試
み
て
い
る
。
本
稿
の
文
脈
で
興
味
が
あ
る
の
は
、
ミ
ル
が
化
学
、

生
物
学
、
心
理
学
で
は
異
質
効
果
を
認
め
、
原
因
合
成
原
理
は
成
立
し
な
い
と
し
た

が
、
物
理
学
と
社
会
学
で
は
原
因
合
成
原
理
が
完
全
に
有
効

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
で
あ
る
と
し
た
こ
と
で

あ
る(C

f.Stephan, 2007: 78ff.)

。
「
社
会
現
象
で
は
、
事
実
の
い
か
な
る
複
合
セ

ッ
ト
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
結
果
で
あ
っ
て
も
、
結
局
は
単
独
の
結
果
の
集
計
に

厳
密
に
帰
着
す
る
」(M

ill, 1974: 895) 

。
で
は
ジ
ン
メ
ル
の
場
合
は
ど
う
か
。
彼

は
原
因
合
成
原
理
の
成
立
を
物
理
学
で
も
精
神
科
学
お
よ
び
社
会
科
学
で
も
完
全
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

否
定
、
、
す
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
大
半
の
歴
史
・
社
会
現
象
を
複
雑
系
と
し
て
捉
え
て
い

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
ま
さ
に
こ
の
点
に
、
精
神
・
社
会
科
学
方
法
論
史
に

お
け
る
ジ
ン
メ
ル
の
決
定
的
な
意
義
が
あ
る
。も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。  

 

ジ
ン
メ
ル
に
よ
れ
ば
、
物
理
学
の
対
象
に
な
る
よ
う
な
具
体
的
で
経
験
的
な
現
象

で
さ
え
も
、
数
式
や
実
験
結
果
で
確
定
さ
れ
る
よ
う
な
力
、
条
件
、
法
則
的
連
関
だ

け
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
他
に
も
大
半
が
未
知
の
、
い
や

（
原
理
的
に
知
り
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
）
不
可
知
の
無
数
の
要

因
や
力
や
連
関
が
常
に
同
時
に
関
与
し
て
い
る
。
経
験
的
現
実
は
常
に
、
こ
の
限
ら

れ
た
既
知
の
要
因
・
力
と
膨
大
な
未
知
の
要
因
・
力
と
の
合
力
、
全
体
効
果
な
の
で

あ
る(C

f.G
SG

 5: 342FN
.)

。 

従
っ
て
既
知
の
要
素
と
力
の
知
識
か
ら
現
実
に
迫
ろ

う
と
し
て
も
、
未
知
の
無
数
の
要
素
や
力
の
概
念
を
計
算
に
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る(C

f.G
SG

 4: 309)

。
し
か
も
「
現
実
に
対

し
て
ど
の
典
型
的
な
法
則
認
識
も
示
す
こ
う
し
た
難
点
が
、
精
神
の
諸
科
学
に
お
い

て
頂
点
に
達
す
る
の
は
明
ら
か
だ
。
こ
の
領
域
で
は
、
個
別
の
生
起
の
諸
要
因
が
、

ほ
と
ん
ど
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
錯
綜
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
だ
け

で
は
な
い
。
個
別
の
要
因
を
析
出
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
の
運
命
は
数
学
や
実
験
を
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―

―

通
じ
た
確
定
を
寄
せ
付
け
な
い
。
歴
史
的
出
来
事
や
心
理
学
的
蓋
然
性
か
ら
通
常
で

あ
る
と
見
な
せ
る
い
か
な
る
因
果
連
関
も
、
条
件
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
多

く
は
現
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
…
…
問
題
と
な
る
個
人
に
は
、
そ
う
し

た
力
以
外
に
も
ま
だ
、
目
に
見
え
る
全
体
効
果
で
優
勢
と
な
っ
た
別
の
、
も
し
か
す

る
と
逆
方
向
の
力
が
は
た
ら
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
」(G

SG
 5: 

342FN
.)

。 

 

社
会
学
の
対
象
の
複
雑
さ
は
形
而
上
学
や
心
理
学
に
匹
敵
す
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
主

張
す
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
い
う
「
複
雑
さK

om
pliziertheit

）
」
な
い
し
「
錯
綜

（K
om

plikation

）
」
は
、
と
り
あ
え
ず
①
関
与
因
子
の
数
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
、

②
ど
の
因
子
も
他
の
多
数
の
因
子
と
相
互
作
用
し
絡
み
あ
っ
て
い
る
こ
と
、
③
そ
の

因
子
同
士
の
結
合
・
連
関
の
組
み
合
わ
せ
が
無
数
に
成
立
す
る
こ
と
と
し
て
押
さ
え

て
お
く
。
こ
こ
か
ら
既
に
、
④
個
別
因
子
の
認
識
に
は
常
に
限
界
が
あ
り
、
因
子
同

、
、
、

士
の
相
互
関
係
や
挙
動
連
関
を
そ
れ
自
体
と
し
て
単
離
し
て
厳
密
に
確
定
で
き
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
い
っ
た
帰
結
が
生
じ
る
が
、
問
題
は
こ
れ
で
終
わ
ら
な
い
。
因
果
律
に
関
す
る
重

大
な
結
論
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
社
会
事
象
で
は
、
第
一
に
、
同
じ
要
因
Ａ
が
ま

っ
た
く
正
反
対
の
結
果
Ｂ
か
つ
結
果 

Ｂ
の
原
因
に
な
り
え
る
。
第
二
に
、
ま
っ
た
く

正
反
対
の
要
因
Ａ
と
要
因 

Ａ
が
同
じ
結
果
Ｂ
の
原
因
に
な
り
え
る
。
い
ず
れ
も
古
典

的
因
果
論
の
中
心
命
題
で
あ
る
原
因
結
果
の
同
一
性
原
則
に
抵
触
す
る
。
第
三
に
、

原
因
Ａ
→
結
果
Ｂ
の
因
果
関
係
が
逆
転
し
え
る
。
す
な
わ
ち
、
原
因
Ａ
→
結
果
Ｂ
か

つ
原
因
Ｂ
→
結
果
Ａ
が
成
り
立
つ(G

SG
 2: 118)

。
第
四
に
、
与
え
ら
れ
た
結
果
の

原
因
が
本
来
何
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
与
え
ら
れ
た
原
因
の
結
果
が
何
で
あ
る
の

か
、
確
実
に
は
確
認
で
き
な
い

G
SG

 2: 123)

。
こ
れ
は
ま
た
、
社
会
現
象
の
説

明
に
も
予
測
に
も
、
著
し
い
不
確
実
性
が
付
き
ま
と
う
こ
と
を
意
味
す
る
。 

 

複
雑
化
・
錯
綜
を
め
ぐ
る
ジ
ン
メ
ル
の
思
考
の
際
立
っ
た
特
徴
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
相
互
作
用
概
念
の
強
調
に
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
が
こ
の
概
念
に
託
し
た
意
味
や
機

能
は
多
々
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
注
視
す
べ
き
な
の
は
、
相
互
作
用
に
は
諸
因

子
や
諸
力
の
組
み
合
わ
せ
の
可
能
性
を
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
多
様
性
と
複
雑
性
の
累

乗
効
果
を
生
む
機
能
で
あ
る
。
例
え
ば
個
人
は
無
数
の
（
潜
在
・
顕
在
）
因
子
や
力

が
相
互
作
用
す
る
小
宇
宙
＝
複
雑
系
＝
錯
綜
体
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
そ
れ
自
体
が

複
雑
系
で
あ
る
個
人
と
個
人
と
が
多
種
多
様
に
相
互
作
用
す
る
こ
と
で
、
各
人
の
複

雑
性
と
複
雑
性
の
組
み
合
わ
せ
が
飛
躍
的
に
累
乗
化
さ
れ
超
錯
綜
を
呈
す
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る(G

SG
 2: 118

。
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
、
多
因

子
間
の
多
様
な
相
互
作
用
こ
そ
、
複
雑
性
の
存
在
論
的
根
拠
な
の
で
あ
る
。 

 

 

ジ
ン
メ
ル
の
複
雑
性
思
考
を
理
解
す
る
う
え
で
も
う
ひ
と
つ
確
認
し
て
お
く
べ
き

点
は
、
相
互
作
用
概
念
を
要
と
す
る
世
界
の
多
層
構
造
に
つ
い
て
の
仮
定
が
彼
の
世

界
像
の
中
枢
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る(G

SG
 2: 126ff.; Ikeda, 2007

。

す
な
わ
ち
、
認
識
関
心
の
焦
点
と
な
る
対
象
Ｘ
１

は
一
方
で
は
常
に
そ
の
下
位
の
構

成
要
素
・
基
本
過
程
Ｓ
１

、
Ｓ
２

、
…
の
相
互
作
用
の
複
合
体
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
盤

に
一
つ
の
統
一
体
＝
シ
ス
テ
ム
を
な
す
。
他
方
そ
れ
は
同
位
の
他
の
シ
ス
テ
ム
Ｓ
２

、

Ｓ
３

、
…
と
相
互
作
用
し
て
よ
り
高
位
の
シ
ス
テ
ム
Ｓ
を
構
成
す
る
。
構
成
要
素
・

基
本
過
程
の
そ
れ
ぞ
れ
も
（
内
部
的
に
）
さ
ら
に
そ
の
構
成
要
素
・
基
本
過
程
の
相

互
作
用
の
複
合
体
と
見
な
せ
る
し
、
高
位
シ
ス
テ
ム
も
（
外
部
的
に
）
そ
の
さ
ら
に

高
位
の
シ
ス
テ
ム
の
構
成
要
素
・
基
本
過
程
と
見
な
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
任
意
の
存

在
な
い
し
認
識
対
象
、
例
え
ば
個
人
Ｐ
は
〈
ｐ
―
Ｐ
―
Ｐ
〉
と
い
う
階
層
性
と
内
外
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部
性
の
構
造
（
ｐ
は
個
人
内
部
の
心
理
的
・
生
理
的
諸
要
素
・
過
程
、
Ｐ
は
集
団
な

い
し
社
会
）
に
お
い
て
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
成
立
を
可
能
に
し
て
い
る
存
在
論
的

原
理
が
各
位
相
に
お
け
る
相
互
作
用
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
多
層
論
的
・
多
次
元

論
的
な
世
界
把
握
の
中
で
相
互
作
用
概
念
に
は
ど
の
よ
う
な
存
在
論
的
意
味
が
仮
託

さ
れ
て
い
る
の
か
は
明
白
で
あ
る
。
要
素
間
の
相
互
作
用
に
は
、
要
素
を
相
互
に
結

合
・
癒
合
し
ひ
と
つ
の
統
一
体
＝
シ
ス
テ
ム
を
産
出
す
る
力
が
あ
る
。そ
れ
は
ま
た
、

階
層
・
次
元
を
生
み
出
す
力
で
も
あ
る
。
視
角
を
変
え
れ
ば
、（
内
外
部
で
の
二
重
の
）

相
互
作
用
は
統
一
体
＝
シ
ス
テ
ム
の
条
件
の
一
つ
を
示
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。 

「
部
分
ど
う
し
が
相
互
的
な
動
的
関
係
に
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
統
一
的
」(G

SG
 2: 

129

な
の
で
あ
る
。
し
か
も
内
部
で
の
構
成
要
素
間
と
外
部
で
の
シ
ス
テ
ム
間
の

両
次
元
で
、
統
一
体
が
統
一
体
と
し
て
作
用
し
作
用
を
受
け
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
こ
と
が
そ
の
実
在

性
・
現
実
性
の
徴
表
で
あ
り
担
保
な
の
で
あ
る
。 
 

 

ジ
ン
メ
ル
の
複
雑
性
思
考
で
は
、
現
実
の
具
体
的
な
生
起
が
既
知
の
因
子
や
力
と

未
知
の
無
数
の
因
子
や
力
と
の
複
合
で
あ
る
と
い
う
考
え
と
、
こ
の
存
在
の
階
層
性

の
考
え
と
の
結
合
が
ひ
と
つ
の
核
心
を
な
し
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
が
対
象
と
す
る
社

会
過
程
あ
る
い
は
社
会
状
態
は
い
ず
れ
も
、
深
部
に
横
臥
す
る
無
数
に
多
く
の
部
分

過
程
の
現
象
な
い
し
は
結
果
な
の
で
あ
る
。
同
じ
結
果
が
非
常
に
異
な
る
原
因
か
ら

起
き
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
全
く
同
じ
現
象
が
全
く
異
な
る
諸
力
の
複
合
か
ら

引
き
お
こ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
諸
力
の
複
合
は
あ
る
一
点
で

集
合
し
て
同
じ
作
用
を
も
た
ら
し
た
の
ち
、
そ
れ
を
超
え
る
そ
の
後
の
発
展
に
お
い

て
再
び
ま
っ
た
く
異
な
る
形
式
を
と
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
大
規
模
な
い
く
つ
か

の
発
展
系
列
に
お
け
る
二
つ
の
状
態
な
い
し
は
期
間
の
同
一
性
か
ら
、
あ
る
発
展
系

列
で
の
こ
の
部
分
の
結
果
が
他
の
系
列
で
の
そ
れ
と
同
じ
に
見
え
る
部
分
の
結
果
と

同
じ
に
な
る
だ
ろ
う
と
は
ま
だ
言
え
な
い
。
そ
の
後
の
推
移
に
お
い
て
、
偶
然
的
で

一
時
的
な
同
一
性
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
た
起
点
の
違
い
が
再
び
効
力
を
み
せ
る

か
ら
で
あ
る
」(G

SG
 2: 118; C

f. ibid.: 351f.

。
無
数
の
因
子
・
部
分
過
程
が
相

互
作
用
し
て
構
成
す
る
発
展
系
列
Ａ
と
Ｂ
と
が
た
と
え
現
象
的
に
は
一
○
○
回
も
同

じ
状
態
、
同
じ
経
過
を
示
し
て
同
じ
結
果
Ｑ
に
帰
着
し
た
と
し
て
も
、
つ
ぎ
の
瞬
間

に
は
全
く
異
な
る
結
果
Ｒ
を
招
来
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し

て
「
こ
れ
が
起
き
る
頻
度
が
も
っ
と
も
高
く
な
る
の
は
、
個
別
要
素
と
部
分
原
因
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

多
量
、
、
さ
と
錯
綜
と
認
識
の
困
難
さ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
が
最
大
の
と
き
で
あ
る
」(ibid .

傍
点
池
田

。
こ

こ
で
、
複
雑
化
＝
錯
綜
、
従
っ
て
ま
た
認
識
の
困
難
度
は
多
因
子
間
の
相
互
作
用
の

複
合
に
よ
っ
て
誘
起
さ
れ
る
と
ジ
ン
メ
ル
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
も
う
一
度
想
起
し

て
お
こ
う
。 

 

異
な
る
原
因
が
同
じ
結
果
を
も
た
ら
し
う
る
と
い
う
こ
と
は
因
果
推
論
（
逆
推
論
）

の
困
難
さ
と
不
確
実
性
を
意
味
し
、
同
じ
原
因
が
異
な
る
結
果
を
引
き
起
こ
し
う
る

と
い
う
こ
と
は
予
測
推
論
（
順
推
論
）
の
困
難
さ
と
不
確
実
性
を
意
味
す
る
こ
と
は

既
に
言
及
し
た
。
し
か
し
、
あ
る
全
体
現
象
が
多
数
因
子
間
の
入
り
組
ん
だ
相
互
作

用
群
の
複
合
結
果
で
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
は
更
な
る
帰
結
を
生
む
。
す
な
わ
ち
、

一
定
の
環
境
条
件
で
全
体
現
象
Ａ
か
ら
全
体
現
象
Ｂ
が
頻
繁
に
繰
り
返
さ
れ
て
も
、

そ
も
そ
も
Ａ
全
体
が
Ｂ
全
体
を
誘
起
す
る
原
因
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
一
定
の
要
素
間
の
一
定
の
相
互
作
用
の
集
合
効
果
が
一
方
で
Ａ
と
し
て
現

象
し
、
他
方
で
Ｂ
を
現
象
す
る
一
定
要
素
群
の
相
互
作
用
の
集
合
を
引
き
起
こ
す
の

で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
多
層
構
造
の
な
か
の
各
層
、各
次
元
で
言
え
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
は
方
法
論
的
に
何
を
帰
結
す
る
の
か
。
今
、
ａ
ｂ
ｃ
か
ら
成
る
全
体
状
態
Ａ
が

α
β
γ
か
ら
成
る
全
体
状
態
Ｂ
に
変
化
し
、
ａ
ｄ
ｅ
か
ら
成
る
Ⓐ
が
α
δ
ε
か
ら
成

る
Ⓑ
に
変
化
し
た
と
す
る
。
ミ
ル
お
よ
び
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
規
準
で
あ
れ
ば
、
Ⓑ
の

原
因
は
ａ
が
α
に
変
化
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
諸
要
素
は
相
互
に
独
立
し
内
的

に
も
一
意
的
に
確
定
し
た
単
純
な
統
一
的
自
立
体
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
ジ
ン
メ
ル
の
複
雑
系
思
考
で
は
、
原
則
的
に
ａ
と
α
を
さ
ら
な
る

部
分
過
程
に
分
解
し
て
そ
の
相
互
作
用
の
合
力
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
共
通
部
分
を

さ
ら
に
そ
の
部
分
過
程
に
分
解
し
相
互
作
用
の
合
力
と
し
て
把
握
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る(Cf.G

SG
 2: 339f.)

。
こ
の
分
解
・
総
合
過
程
の
な
か
で
、
例
え
ば
ミ
ル
の

方
法
で
は
不
一
致
と
し
て
排
除
さ
れ
る
ｄ
と
δ
に
、
そ
の
部
分
過
程
、
あ
る
い
は
そ

の
ま
た
部
分
過
程
に
共
通
項
が
出
現
す
る
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、

ジ
ン
メ
ル
は
次
の
よ
う
に
も
言
う
。「
集
合
作
用
（
結
果
）
し
か
知
ら
な
け
れ
ば
、
新

た
な
複
合
的
事
実
に
対
し
て
そ
の
因
果
結
合
の
点
で
何
も
知
ら
な
い
ま
ま
な
の
で
あ

る
。
そ
の
複
合
事
実
が
い
か
に
多
く
の
点
で
以
前
に
確
認
さ
れ
た
事
実
と
一
致
し
て

い
た
と
し
て
も
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
違
う
だ
け
で
、
そ
の
作
用
の
ど
ん
な
規
定
も
幻

想
と
化
す
の
で
あ
る
。
部
分
原
因
と
部
分
作
用
（
結
果
）
へ
解
消
で
き
な
い
た
め
、

原
因
に
お
け
る
変
化
が
以
前
に
観
察
し
た
作
用
（
結
果
）
の
ど
の
、
、
部
分
を
変
え
る
の

か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」「
…
よ
り
基
礎
的
な
部
分
因
果
律
の
認
識
の

欠
如
の
た
め
に
、
そ
の
変
化
に
よ
っ
て
後
の
出
来
事
を
前
の
出
来
事
の
あ
る
種
の
関

数
と
み
な
せ
る
よ
う
な
要
因
を
わ
れ
わ
れ
は
知
ら
な
い
の
で
あ
る
」(G

SG
 2: 341

、

傍
点
ジ
ン
メ
ル)

。 

 

こ
の
こ
と
を
別
の
側
面
か
ら
、
や
は
り
ミ
ル
の
方
法
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
も

う
一
つ
の
箇
所
で
確
認
し
て
お
こ
う
。
ジ
ン
メ
ル
曰
く
、
現
実
認
識
の
「
帰
納
的
方

法
」
で
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
「
諸
力
の
単
純
な
法
則
的
連
関
が
混
じ
り
合
い
、
連

関
が
連
関
と
し
て
隠
さ
れ
て
い
る
た
ん
な
る
事
実
系
列
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
条
件

の
変
更
」
に
よ
っ
て
「
現
実
の
要
素
」
を
知
り
、
一
度
確
認
さ
れ
た
そ
の
結
果
が
客

観
的
な
継
起
を
意
味
す
る
が
ゆ
え
に
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
と
確

信
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
確
信
は
「
合
成
さ
れ
た
状
態
全
体
」
が
継
起
す
る
の
を
体

験
し
て
い
る
か
ぎ
り
で
は
与
え
ら
れ
ず
、
現
実
の
要
素
は
「
変
化
と
分
離
の
方
法
」

に
よ
っ
て
こ
の
状
態
か
ら
「
次
第
に
」
認
識
さ
れ
て
い
く
し
か
な
い
。
ジ
ン
メ
ル
に

と
っ
て
の
問
題
は
し
か
し
、
こ
の
因
果
認
識
の
目
標
に
最
終
的
に
到
達
し
た
か
ど
う

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
の
絶
対
的
基
準
は
存
在
せ
ず

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
従
っ
て
こ
の
原
因
特
定
の
道
程
は
常
に
未
完
で
不

確
定
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る(Cf.ibid.: 350)

。
こ
う
し
て
、
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て

は
、
因
果
関
係
の
最
終
的
な
確
定
は
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
り
、
そ
の
確
認
は
常
に

暫
定
的
で
蓋
然
的
で
あ
り
根
本
的
に
不
確
実
さ
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ

の
連
関
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
が
ミ
ル
の
「
原
因
の
複
数
性
」
公
理
は
因
果
律
の
原
理

の
否
定
で
あ
り
、
そ
れ
を
認
め
る
と
科
学
は
成
立
し
な
い
と
説
い
た
こ
と
を
想
起
し

て
お
く
の
は
無
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
彼
は
「
お
な
じ
ひ
と
つ
の
原
因
に
は
お
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

じ
ひ
と
つ
の
結
果
が
対
応
す
る
と
い
う

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
命
題
」（
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
、
一
九
七
八
、
二
四

八
頁
）
に
固
執
し
、
あ
る
事
象
に
複
数
の
原
因
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
事
象
に

複
数
の
種
類
が
あ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
あ
く
ま
で
も
「
確
定
的
な
因
果
関
係
」（
同
右
）

の
獲
得
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
「
原
因
の
複
数
性
」
公
理
を
再
認
し
た

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
「
原
因
の
不
確
定
性
」
公
理
に
よ
っ
て
補
強
し
た
と
言
え
よ
う
。 

 

ジ
ン
メ
ル
の
複
雑
性
思
考
で
は
、
す
で
に
示
唆
し
た
と
お
り
、
あ
る
シ
ス
テ
ム
や
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過
程
は
無
数
の
要
素
間
の
錯
綜
し
た
相
互
作
用
の
複
合
で
あ
る
一
方
、
そ
れ
自
体
が

よ
り
包
括
的
な
シ
ス
テ
ム
や
過
程
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
開
放
系
で
あ
る
。
例
え
ば

人
類
史
全
体
も
宇
宙
史
の
一
断
面
に
す
ぎ
な
い
と
ジ
ン
メ
ル
は
言
う
。「
…
…
宇
宙
の

あ
ら
ゆ
る
要
素
の
全
面
的
な
相
互
作
用
に
あ
っ
て
は
、
主
観
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
し

た
が
っ
て
切
り
取
ら
れ
、
孤
立
化
さ
れ
、
見
か
け
上
の
自
立
性
を
与
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
何
ら
か
の
個
別
の
生
起
系
列
は
内
部
に
自
己
の
そ
の
後
の
運
命
の
十
分
条
件

を
内
包
し
て
い
ず
、
機
械
仕
掛
け
の
神
の
ご
と
き
介
入
を
常
に
予
期
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」(G

SG
 2: 355)

。
確
実
な
未
来
予
測
に
は
、
歴
史
過
程

が
閉
じ
た
系
で
あ
り
、
過
去
の
経
緯
に
未
来
過
程
の
条
件
や
原
因
が
十
全
に
内
蔵
さ

れ
て
い
る
と
い
う
仮
定
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
の
歴
史
過
程
は
開
放
的
な

複
雑
系
で
あ
り
、
無
数
の
宇
宙
的
因
子
が
展
開
す
る
無
数
の
相
互
作
用
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
外
部
か
ら
の
介
入
、
す
な
わ
ち
相
互

作
用
効
果
の
可
能
性
を
常
に
想
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
い
つ
、
ど

の
よ
う
な
形
式
・
程
度
で
起
き
る
の
か
は
予
測
不
能
で
あ
る
。そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、

例
え
ば
個
人
の
行
為
・
生
活
過
程
や
個
人
内
部
の
心
理
過
程
な
ど
に
も
当
て
は
ま
る
。

ジ
ン
メ
ル
の
想
定
す
る
複
雑
系
は
内
的
に
も
外
的
に
も
徹
底
し
て
開
放
的
で
あ
り
、

様
々
な
位
相
に
お
け
る
一
方
で
の
因
子
の
相
互
作
用
と
他
方
で
の
相
互
作
用
す
る
因

子
と
の
相
互
性
思
考
を
そ
の
基
本
構
造
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
、
複
雑
性
思
考
に
関
連
し
た
ジ
ン
メ
ル
の
認
識
論
的
記
述
に
つ
い
て
二
点

ほ
ど
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
第
一
点
は
、
あ
る
複
合
体
（
人
類
史
、
個
人
行
為
、

個
人
心
理
）
の
認
識
過
程
も
社
会
拡
大
・
分
化
図
式
に
従
う
と
ジ
ン
メ
ル
が
考
え
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
初
は
、
多
数
の
要
素
が
共
通
概
念
で
括
ら
れ
て
複
合
体
＝
統

一
体
Ｐ
の
概
念
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
に
独
自
の
力
や
特
殊
な
法
則
が
付
与
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
認
識
の
進
展
に
伴
っ
て
、
一
方
で
は
⒜
そ
の
複
合
体
の
自
存
性
・
完
結
性

は
破
棄
さ
れ
、
よ
り
普
遍
的
で
よ
り
包
括
的
か
つ
複
雑
な
全
体
＝
複
合
体
Ｑ
の
一
部

と
な
り
、
他
方
で
は
⒝
そ
の
複
合
体
Ｐ
の
要
素
そ
れ
自
体
の
固
有
の
性
質
や
力
や
法

則
が
認
識
さ
れ
、
複
合
体
全
体
Ｐ
は
要
素
の
相
互
作
用
の
集
計
と
し
て
把
握
さ
れ
て

い
く
と
い
う
の
で
あ
る(Cf.G

SG
 2: 377)

。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
と
、

認
識
過
程
は
対
象
を
線
形
系
か
ら
非
線
形
系
、
単
純
系
か
ら
複
雑
系
へ
と
指
向
す
る

傾
向
が
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
が
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
創
発
性
、

相
移
転
、
バ
タ
フ
ラ
イ
効
果
な
ど
に
か
か
わ
り
、
モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
や
進
化
論
な
ど
を

思
想
史
的
触
媒
に
す
る
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
十
分
に
重
り
の
か
か
っ
た
梃
子
で

は
、
一
方
の
腕
に
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
重
り
が
加
わ
る
だ
け
で
も
う
一
方
の
腕
が
上
が

り
、
追
加
さ
れ
た
わ
ず
か
な
重
り
が
均
衡
の
破
れ
の
原
因
と
見
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
ど
の
重
り
の
部
分
も
同
じ
作
用
を
及
ぼ
す
の
で
あ
り
、
問
題
の
重
り
も
こ

れ
ら
と
協
働
し
て
は
じ
め
て
全
体
効
果
を
生
む
の
だ
と
ジ
ン
メ
ル
は
強
調
す
る
。
直

接
的
に
は
認
知
困
難
な
微
小
・
微
量
変
化
の
長
期
に
わ
た
る
蓄
積
は
一
定
の
程
度
に

達
し
て
は
じ
め
て
ひ
と
つ
の
変
化
と
し
て
意
識
に
現
れ
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
最
後
の

ほ
ん
の
些
細
な
要
因
と
そ
の
出
現
の
瞬
間
だ
け
が
変
化
全
体
の
原
因
と
見
な
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る(Cf.G

SG
 3: 237f.)

。
し
か
も
、
微
量
変
化
の
蓄
積

過
程
が
長
期
に
わ
た
り
、
全
体
効
果
を
生
む
微
量
変
化
の
量
が
膨
大
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
最
後
の
個
別
的
な
微
小
変
化
そ
れ
自
体
が
こ
の
蓄
積
過
程
全
体
、
微
量
変
化

全
体
の
効
果
に
匹
敵
す
る
膨
大
な
力
を
内
蔵
す
る
か
の
よ
う
な
仮
象
が
生
じ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
記
述
に
は
、
あ
る
際
立
っ
た
変
化
の
原
因
を
、
相
互
に

110



初期ジンメルの社会的行為・事象の分析における複雑性と意識性の問題 

―

分
離
・
孤
立
さ
せ
ら
れ
た
個
別
の
変
化
や
部
分
過
程
そ
れ
自
体
に
求
め
る
こ
と
の
危

う
さ
を
強
調
し
、
変
化
全
体
の
効
果
、
過
程
全
体
の
結

、
、
、
、
、
、
果、
と
し
て
あ
る
事
象
を
捉
え

よ
う
と
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
ス
タ
ン
ス
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
あ
る
い
は

相
互
作
用
論
に
即
し
て
言
え
ば
、
包
括
的
な
社
会
事
象
を
相
互
作
用
の
視
角
か
ら
把

捉
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
分
析
に
は
、
一
定
期
間
に
及
ぶ
膨
大
な
量
の
相
互
作
用
の
反

復
・
集
合
・
累
積
効
果
（
あ
る
い
は
相
互
作
用
の
一
定
の
効
果
が
発
生
す
る
に
は
一

定
の
空
間
的
・
時
間
的
な
規
模
や
次
元
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
）
、
協
調
・
相
殺
・

補
完
・
増
強
な
ど
の
多
様
な
効
果
の
形
式
、
動
的
な
機
能
・
作
用
・
過
程
と
し
て
の

相
互
作
用
と
い
っ
た
視
点
が
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
創
発
性
問
題
に
絡

め
て
言
え
ば
、
新
た
な
性
質
が
要
素
の
全
体
に
突
然
、
、
出
現
す
る

、
、
、
、
の
は
あ
る
次
元
と
結

び
つ
い
て
い
る
と
い
う
〈
創
発
性
の
次
元
拘
束
・
依
存
〉
の
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

あ
る
特
定
の
空
間
的
・
時
間
的
ス
ケ
ー
ル
で
創
発
性
質
が
生
じ
る
と
し
て
も
、
そ
れ

を
誘
引
し
実
現
す
る
膨
大
な
数
の
よ
り
基
礎
的
な
諸
要
素
の
相
互
作
用
が
複
雑
に
絡

み
合
っ
て
展
開
さ
れ
る
下
位
次
元
で
は
、
ど
の
よ
う
な
突
発
現
象
も
無
数
の
漸
次
的

、
、
、
、
、
、

な
微
小
変
化
の
過
程

、
、
、
、
、
、
、
、
と
し
て
書
き
換
え
ら
れ
る
。
こ
の
視
点
は
、
あ
る
特
定
の
創
発

性
が
、
そ
れ
を
担
い
実
現
す
る
諸
要
素
の
相
互
作
用
が
一
定
の
規
模
・
水
準
に
達
す

る
よ
う
な
特
定
の
空
間
的
・
時
間
的
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
初
め
て
出
現
す
る
と
い
う

視
点
と
統
一
的
に
捉
え
ら
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
創
発
性
は
多
次

元
的
・
多
重
的
に
実
現
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
多
次
元
的
・
多
重
的
視
点
か
ら
考
察

さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
ジ
ン
メ
ル
が
直
接
取
り
組
む
の
は
後
の
こ

と
と
は
い
え
（
『
社
会
学
』
第
二
章
「
集
団
の
量
的
規
定
」
な
ど
参
照
）
、
多
層
的
相

互
作
用
概
念
を
中
軸
に
し
た
ジ
ン
メ
ル
の
複
雑
系
思
考
に
は
、
い
ま
問
題
に
し
て
い

る
初
期
段
階
で
す
で
に
〈
創
発
性
の
次
元
依
存
〉
あ
る
い
は
〈
創
発
性
の
相
対
性
〉

の
考
え
が
胚
胎
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

さ
て
、
社
会
・
歴
史
現
象
の
説
明
や
予
測
に
は
不
確
実
性
が
常
に
付
き
ま
と
う
と

い
う
複
雑
性
の
帰
結
か
ら
ジ
ン
メ
ル
は
何
を
結
論
づ
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
の
結

論
は
、
別
稿
で
も
言
及
し
た
の
で
（
池
田
、
二
○
一
二
、
七
四
頁
）
手
短
に
言
え
ば
、

社
会
科
学
で
は
抽
象
度
の
高
い
普
遍
的
命
題
の
多
く
が
確
証
も
反
証
も
困
難
で
あ
り
、

同
一
事
象
に
つ
い
て
の
正
反
対
の
説
明
・
予
測
が
両
立
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

（C
f.G

SG
 2: 118ff., 228, 374ff.; 5: 37,51,60

）
。
あ
る
社
会
事
象
Ｘ
は
他
の
無

数
の
事
象
と
多
様
に
相
互
作
用
し
て
形
成
す
る
よ
り
包
括
的
な
事
象
の
一
部
に
す
ぎ

な
い
一
方
、
無
数
の
基
礎
的
要
素
・
過
程
が
多
様
に
相
互
作
用
す
る
錯
綜
体
で
も
あ

る
か
ら
、
要
因
や
過
程
の
組
み
合
わ
せ
の
可
能
性
は
無
限
で
あ
り
、
Ｘ
に
つ
い
て
の

命
題
Ａ
も
そ
の
真
逆
の
命
題
Ｂ
（
＝ 

Ａ
）
も
と
も
に
十
分
な
根
拠
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
消
去
法
も
背
理
法
も
そ
の
有
効
性
は

著
し
く
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
ジ
ン
メ
ル
は
、
超
経
験
的
思
惟
の

領
野
の
み
な
ら
ず
経
験
的
認
識
の
領
野
に
お
い
て
も
、
認
識
対
象
が
一
定
の
複
雑
性

限
度
を
超
え
る
と
必
然
的
に
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
が
招
来
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
見
抜
い

た
最
初
の
一
人
と
し
て
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。
第
二
の
結
論
は
、
人
間
の
認
識
枠

組
み
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
規
定
す
る
よ
う
な
根
本
的
な
概
念
・
思
考
形
式
は
、
認
識
進

化
の
初
期
に
単
純
事
象
に
つ
い
て
の
限
ら
れ
た
経
験
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
複
雑
事
象
の
認
識
に
は
機
能
不
全
を
来
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
（Cf.G

SG
 2: 

136f., 374
）
。
複
雑
系
認
識
は
、
こ
の
対
象
の
複
雑
性
と
基
本
概
念
・
思
考
形
式
の

単
純
性
・
一
面
性
と
の
間
に
横
た
わ
る
深
淵
を
な
ん
ら
か
の
方
式
・
程
度
に
お
い
て
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架
橋
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
第
三
の
結
論
は
、
社
会
・
歴
史
〈
法

則
〉
は
成
立
せ
ず
、
社
会
科
学
や
歴
史
学
に
可
能
な
の
は
〈
規
則
性
〉
の
発
見
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
（C

f.G
SG

 1: 392; 2: 125f., 339ff.; 5: 37, 51, 60

）。

も
ち
ろ
ん
そ
の
理
由
は
既
に
言
及
し
た
と
お
り
社
会
・
歴
史
現
象
の
複
雑
性
に
あ
る
。

そ
う
し
た
高
位
の
法
則
が
存
在
し
た
な
ら
ば
、
不
条
理
を
帰
結
す
る
こ
と
に
な
る
と

も
言
う
。「
と
い
う
の
も
こ
の
高
位
の
法
則
は
次
の
い
ず
れ
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
よ

り
基
礎
的
な
法
則
性
そ
れ
自
体
に
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
表
し
て
い
る
に
す

ぎ
ず
、
そ
の
場
合
は
余
計
な
二
重
化
で
あ
る
。
あ
る
い
は
よ
り
基
礎
的
な
法
則
か
ら

生
じ
る
の
と
は
異
な
る
方
向
を
全
体
に
指
示
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
凄
ま

じ
い
分
裂
を
自
然
に
持
ち
込
み
、
あ
ら
ゆ
る
基
本
要
素
を
［
基
礎
法
則
と
高
位
法
則

の
］
管
轄
争
い
に
投
げ
込
む
こ
と
に
な
る
」(G

SG
 3: 391

）
。 

 

 

し
か
し
注
意
す
べ
き
は
、
ジ
ン
メ
ル
の
思
考
の
枠
組
み
で
は
、
最
小
部
分
の
運
動

を
支
配
す
る
「
厳
密
な
意
味
」
で
の
法
則
は
自
然
科
学
で
も
確
保
で
き
な
い
点
で
あ

る
。
こ
こ
で
も
現
実
の
複
雑
性
と
認
識
の
限
界
が
原
理
的
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
ジ
ン
メ
ル
は
自
然
現
象
と
比
べ
た
社
会
・
歴
史
現
象
の
複
雑
さ
や
認
識
の
困

難
さ
を
強
調
し
て
社
会
・
歴
史
法
則
の
不
成
立
を
主
張
す
る
一
方
で
、
自
然
領
域
と

社
会
領
域
と
に
お
け
る
複
雑
さ
や
法
則
認
識
の
違
い
を
相
対
化
す
る
の
で
あ
る
。
ま

ず
社
会
現
象
は
自
然
現
象
に
比
べ
て
は
る
か
に
複
雑
で
認
識
が
困
難
で
あ
る
と
は
い

え
、
そ
の
違
い
は
単
な
る
量
的
な
程
度
差
に
す
ぎ
な
い
と
も
言
え
る
。
さ
ら
に
自
然

法
則
の
厳
密
な
概
念
も
ひ
と
つ
の
方
法
論
的
理
念
＝
統
制
原
理
に
す
ぎ
ず
、
ニ
ュ
ー

ト
ン
力
学
の
法
則
と
い
え
ど
も
本
来
の
法
則
に
到
達
す
る
（
永
遠
の
）
道
程
の
通
過

点
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、
社
会
・
歴
史
に
お
け
る

一
定
の
〈
規
則
性
〉
も
、
そ
の
成
立
条
件
や
限
界
に
つ
い
て
の
明
確
な
方
法
論
的
意

識
を
伴
っ
て
統
制
原
理
と
し
て
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
る
種
の
〈
法
則
〉
で
あ
る

、
、
、

か
の
よ
う
に

、
、
、
、
、
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ジ
ン
メ

ル
の
規
則
性
概
念
に
は
い
く
つ
も
の
含
み
が
あ
る
。
第
一
に
、
そ
れ
は
必
然
的
産
出

力
＝
誘
引
力
と
は
か
か
わ
り
が
な
く
、
無
数
の
力
や
過
程
の
合
力
・
集
合
結
果
で
あ

り
そ
の
現
象
に
す
ぎ
な
い
。
第
二
、
そ
の
根
底
・
背
後
に
は
無
数
の
未
知
の
力
や
過

程
が
潜
在
し
て
い
る
た
め
原
理
的
不
確
実
性
を
免
れ
な
い
。
第
三
に
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
も
暫
定
的
な
仮
説
、
一
時
的
な
補
助
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と

が
明
晰
に
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
一
定
の
限
度
内
で
一
定
の
認
識
目
的
を
充
足
で
き
る
。
別
言
す
れ
ば
、
明
確
な

認
識
論
的
・
方
法
論
的
意
識
が
、
社
会
科
学
が
科
学
と
し
て
成
立
す
る
た
め
の
構
成

契
機
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
四
に
、
相
互
に
背
馳
す
る
法
則
は
定
義
上
あ
り

得
な
い
が
、
相
反
す
る
傾
向
や
規
則
性
な
ら
ば
そ
の
同
時
成
立
は
可
能
で
あ
る
。
い

ず
れ
の
含
意
も
、
ジ
ン
メ
ル
の
相
対
主
義
思
想
と
深
く
連
結
し
て
い
る
こ
と
に
注
意

し
た
い
。 

 

第
四
の
結
論
は
、
社
会
実
在
論
と
社
会
唯
名
論
（
個
人
実
在
論
）
と
の
違
い
は
絶

対
的
で
は
な
く
相
対
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
社
会
実
在
論
と
社
会

唯
名
論
を
、
そ
れ
ぞ
れ
方
法
論
的
全
体
主
義
と
方
法
論
的
個
人
主
義
の
社
会
存
在
論

的
な
前
提
な
い
し
類
縁
・
対
応
思
想
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

ま
た
方
法
論
的
全
体
主
義
と
方
法
論
的
個
人
主
義
の
対
立
の
事
実
上
の
相
対
化
で
あ

る
。
ジ
ン
メ
ル
の
思
考
枠
組
み
で
は
、
第
一
に
、
社
会
も
個
人
も
（
そ
し
て
そ
の
中

間
域
の
諸
集
団
も
）
同
様
に
要
素
間
の
相
互
作
用
の
不
断
の
結
果
に
す
ぎ
ず
、
科
学
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的
認
識
に
お
い
て
ど
の
次
元
が
〝
主
体
″
と
な
る
か
は
各
認
識
の
目
的
適
合
性
に
依

存
し
て
相
対
的
で
あ
る
。
第
二
に
「
人
間
相
互
の
関
係
は
き
わ
め
て
複
雑
で
多
肢
的

で
濃
密
で
あ
り
、
人
間
関
係
を
そ
の
要
素
に
分
解
す
る
の
は
ま
っ
た
く
望
み
薄
の
企

て
に
過
ぎ
ず
、
む
し
ろ
統
一
体
、
自
存
の
形
成
体
と
し
て
扱
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
国

家
、
法
、
制
度
、
モ
ー
ド
な
ど
が
ま
る
で

、
、
、
統
一
的
な
存
在
・
組
織
で
あ
る
か
の
よ
う

、
、
、
、
、
、

に、
そ
の
本
質
と
発
展
に
つ
い
て
語
る
の
は
一
つ
の
方
法
的
補
助
手
段
に
過
ぎ
な
い
。

そ
う
し
た
も
の
が
呈
す
る
統
一
的
な
ア
ス
ペ
ク
ト
を
そ
の
構
成
要
素
に
分
解
で
き
な

い
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
何
か
そ
れ
自
体
で
存
在
す
る
も
の
と
し
て
扱
う
の
は
科
学
的

な
暫
定
的
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
…
…
。
か
く
し
て
、
社
会
的
形
成
体
の
個
人
主
義
的

見
方
と
一
元
論
的
［
＝
全
体
主
義
的
・
集
合
主
義
的
］
見
方
と
の
確
執
は
和
解
を
得

る
こ
と
に
な
る
。
前
者
は
事
実
に
、
後
者
は
限
ら
れ
た
分
析
力
に
対
応
す
る
。
前
者

は
認
識
の
理
想
で
あ
り
、
後
者
は
認
識
の
現
状
で
あ
る
」(G

SG
 5: 315)

。
そ
の
複

雑
性
ゆ
え
に
、
社
会
形
成
体
は
そ
の
要
素
と
相
互
作
用
の
複
合
と
し
て
把
捉
す
る
に

は
認
識
上
の
限
界
が
あ
り
、
方
法
的
な
暫
定
手
段
と
し
て
、
あ
た
か
も
自
存
的
統
一

体
で
あ
る
か
の
よ
う
に
扱
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
見
地

か
ら
す
れ
ば
、
自
己
の
こ
の
認
識
論
的
・
方
法
論
的
な
制
約
や
性
格
を
自
覚
で
き
な

い
の
が
現
実
の
社
会
実
在
論
や
方
法
論
的
全
体
主
義
で
あ
り
、
そ
れ
は
社
会
全
体
な

い
し
そ
の
統
一
性
と
い
う
も
の
を
、
そ
れ
を
担
い
実
現
し
て
い
る
諸
要
素
と
そ
の
相

互
作
用
の
複
合
効
果
か
ら
独
立
し
た
自
存
的
主
体
と
し
て
実
体
化
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
社
会
唯
名
論
や
方
法
論
的
個
人
主
義
も
同
様
に
方
法
論
的
意
識
を
欠
落
さ
せ
、

個
人
全
体
な
い
し
そ
の
統
一
性
を
、
一
方
で
は
そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
諸
要
素
と
そ

の
相
互
作
用
の
複
合
か
ら
、
他
方
で
は
他
の
諸
個
人
と
の
相
互
関
係
か
ら
ま
っ
た
く

独
立
し
た
自
存
的
主
体
と
し
て
実
体
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
ジ

ン
メ
ル
の
場
合
、『
社
会
分
化
論
』
の
主
題
が
示
す
よ
う
に
、
個
人
の
諸
要
素
の
分
化

お
よ
び
そ
の
動
的
統
一
の
形
式
と
、
社
会
の
諸
要
素
の
分
化
お
よ
び
そ
の
動
的
統
一

の
形
式
つ
ま
り
個
人
間
の
相
互
作
用
の
形
式
と
は
相
互
に
緊
密
に
絡
み
あ
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

後
篇 

行
為
と
意
識
（
意
図
・
動
機
） 

 

 

多
次
元
的
に
成
立
す
る
複
合
的
な
相
互
作
用
と
い
う
視
点
か
ら
社
会
的
行
為
を
考

察
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
行
為
概
念
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

が
後
半
の
主
題
で
あ
る
。
ま
ず
テ
キ
ス
ト
分
析
上
の
注
意
点
を
挙
げ
て
お
く
と
、
ジ

ン
メ
ル
の
初
期
行
為
論
を
理
解
す
る
に
は
、
一
般
の
ジ
ン
メ
ル
研
究
・
社
会
学
史
で

は
未
だ
に
注
意
の
向
け
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
種
々
の
書
評
・
小
論
考
を
は
じ
め
、

『
社
会
分
化
論
』（
一
八
九
○
）
、『
道
徳
科
学
入
門 

第
一
巻
』
（
一
八
九
二
）
、『
歴

史
哲
学
の
諸
問
題
』
（
同
年
）
、
『
道
徳
科
学
入
門 

第
二
巻
』
（
一
八
九
三
）
の
著
書

を
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
従
来
の
ジ
ン
メ
ル
研
究
・
社
会
学
史

で
は
、
そ
も
そ
も
彼
の
行
為
論
へ
の
関
心
が
希
薄
で
あ
る
う
え
、
そ
の
初
期
行
為
論

の
か
な
り
の
部
分
が
倫
理
学
の
基
本
概
念
・
命
題
を
心
理
学
的
、
社
会
学
的
、
歴
史

学
的
視
点
か
ら
批
判
的
に
検
討
す
る
過
程
の
中
で
展
開
さ
れ
た
と
い
う
事
情
は
ほ
と

ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
（
例
外
はK

öhnke, 1996, 

廳
一
九
九
四
ａ
、

一
九
九
四
ｂ
な
ど
）
。
そ
の
点
、
特
に
『
道
徳
科
学
入
門
』
の
行
為
論
的
意
義
を
強
調

し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。 
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ジ
ン
メ
ル
の
行
為
論
は
多
面
的
で
複
眼
的
で
領
域
横
断
的
あ
る
が
、
ま
ず
「
意
志

―
行
為
」
関
係
の
「
認
識
論
的
」
考
察(G

SG
 3: 232f., 240ff.; 4: 265ff.; 5: 130ff.;  

6: 295f.,
詳
細
はC

f.Ikeda, 2004: 242ff.)

か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。ジ
ン
メ
ル
は
、

ま
ず
先
行
的
に
意
識
的
な
意
志
・
意
図
が
成
立
し
、
次
に
こ
れ
が
動
因
な
い
し
誘
因

と
な
っ
て
行
為
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
一
般
的
な
行
為
表
象
を
拒
絶
す
る
。
そ

し
て
こ
れ
に
対
し
、
意
識
的
な
意
志
と
経
験
的
に
観
察
可
能
な
行
為
と
は
深
部
の
神

経
感
応
過
程
の
二
つ
の
結
果
・
現
象
、
そ
の
内
的
・
主
観
的
な
側
面
と
外
的
・
客
観

的
な
側
面
に
す
ぎ
に
な
い
と
い
う
仮
説
を
対
置
す
る
。
こ
の
仮
説
に
よ
っ
て
、
行
為

は
単
線
的
な
二
段
階
過
程
と
し
て
で
は
な
く
、
様
々
な
部
分
過
程
や
側
面
か
ら
成
る

多
層
的
で
総
体
的
な
活
動
過
程
と
し
て
、
ま
た
⒜
表
層
的
な
意
識
的
契
機
、
⒝
外
的

に
現
象
す
る
運
動
契
機
お
よ
び
⒞
こ
の
両
契
機
の
深
層
起
源
を
な
す
不
可
視
の
無
意

識
的
な
神
経
諸
過
程
の
契
機
の
複
合
過
程
と
し
て
把
捉
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
個
別

的
行
為
過
程
は
生
の
過
程
全
体
の
一
つ
の
有
機
的
契
機
と
し
て
想
念
さ
れ
る
。
そ
し

て
意
志
は
、
あ
る
出
来
事
に
人
間
固
有
の
行
為
性
を
付
与
し
た
り
行
為
を
作
動
さ
せ

た
り
で
き
る
よ
う
な
、
そ
れ
自
体
で
完
結
す
る
ひ
と
つ
の
自
立
的
で
自
律
的
な
は
た

ら
き
で
は
な
く
、
無
意
識
的
な
神
経
過
程
作
用
（
＝
同
時
に
作
用
す
る
微
視
的
な
無

数
の
因
子
と
そ
の
相
互
作
用
）
の
意
識
的
な
結
果
、
意
識
次
元
に
お
け
る
「
随
伴
現

象
」
な
い
し
「
反
映
」
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
そ
れ
は
、
す
で
に
開
始
さ
れ
た
行
為

全
体
の
い
ま
だ
外
的
に
は
不
可
視
の
初
期
局
面
が
現
象
・
反
映
し
た
二
次
的
で
附
随

的
な
意
識
的
側
面
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
外
的
に
観
察
可
能
な
行
為

を
引
き
起
こ
す
内
的
な
神
経
感
応
過
程
は
、
そ
れ
自
体
で
は
直
接
的
に
は
不
可
視
で

意
識
さ
れ
ず
、
意
志
と
呼
ば
れ
る
意
識
的
鏡
像
を
媒
介
し
て
は
じ
め
て
意
識
に
上
る

た
め
に
、
反
省
的
意
識
に
と
っ
て
は
あ
た
か
も
行
為
の
因
果
連
鎖
に
お
け
る
原
因
の

地
位
を
占
め
た
り
、
行
為
に
意
味
を
与
え
る
根
拠
、
そ
れ
自
体
無
根
拠
な
根
拠
で
あ

る
か
の
よ
う
な
仮
象
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ジ
ン
メ
ル
の
考
え
に
従
え
ば
、

意
志
や
意
図
を
行
為
の
原
因
や
意
味
と
見
な
す
こ
と
は
、
事
実
上
、
直
接
因
で
あ
る

神
経
感
応
過
程
の
二
つ
の
結
果
の
間
に
成
立
す
る
相
関
関
係
を
両
者
の
因
果
関
係
に

転
化
す
る
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
と
言
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
細
部
の
厳
密
な
理
論

展
開
や
実
証
的
裏
付
け
の
不
備
・
欠
落
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
基
本
的
ア
イ
デ

ア
は
現
在
の
脳
研
究
の
基
本
的
コ
ン
セ
プ
ト
（
下
條
、
一
九
九
六
な
ど
参
照
）
を
あ

る
程
度
先
取
り
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
て
も
当
時
と
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
倫
理
学
的
、
社
会
学
的
行
為
論
で
展
開
す
る
こ
と
は
き
わ

め
て
斬
新
で
過
激
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
な
に
し
ろ
、
そ
れ
が
崩
れ
れ
ば
社
会
理
念

も
倫
理
学
も
崩
れ
る
と
さ
れ
る
（
実
体
化
・
絶
対
化
さ
れ
た
）
自
由
概
念
を
相
対
化

す
る
論
拠
と
し
て
こ
の
ア
イ
デ
ア
は
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
。 

 

こ
の
「
認
識
論
的
」
考
察
の
も
つ
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
行
為
論
的
帰
結
は
、
行

為
へ
の
誘
引
と
行
為
の
実
行
あ
る
い
は
行
為
の
表
象
・
意
志
・
決
意
・
遂
行
の
間
の

区
別
は
漸
次
的
で
連
続
的
な
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
あ
る(G

SG
 3: 239ff., 248ff

）
。「
発
生
し
た
衝
動
が
な
ん
ら
抵
抗
に
あ
わ

な
け
れ
ば
、［
衝
動
感
情
と
い
っ
た
］
そ
う
し
た
最
初
の
反
映
か
ら
完
全
な
行
為
へ
の

発
展
は
漸
次
的
移
行
の
か
た
ち
で
起
き
、
こ
の
移
行
で
は
不
随
意
行
為
と
随
意
行
為

の
間
に
は
ど
こ
に
も
は
っ
き
り
と
し
た
境
界
線
を
引
け
な
い
の
で
あ
る
」
（ibid. 

241

）
。
あ
る
い
は
実
際
の
犯
罪
行
為
に
近
づ
く
ほ
ど
そ
の
誘
引
に
抗
い
難
く
な
り
、

最
終
決
断
か
ら
実
行
に
は
心
の
状
態
の
質
的
変
化
は
必
要
な
い
と
述
べ
た
後
、
こ
う
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続
け
る
。「
そ
れ
ど
こ
ろ
か
最
後
の
決
心
と
現
実
の
行
為
が
、
ま
る
で
過
去
に
よ
る
暗

示
の
無
理
強
い
で
機
械
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
頻
繁
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
ひ
と
た
び

解
き
放
た
れ
た
内
的
運
動
の
も
は
や
止
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
継
続
的
展
開
で
あ
り
、

意
識
は
い
ま
だ
動
力
と
し
て
自
己
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
こ
の
運

動
の
展
開
を
傍
観
し
甘
受
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
（ibid. 243

）
。
更
に
、
様
々
な
心

理
的
諸
力
の
連
続
的
な
増
減
、
心
理
的
諸
要
素
の
力
関
係
が
直
接
的
な
意
志
過
程
で

は
凝
集
さ
れ
不
連
続
化
さ
れ
た
心
理
的
契
機
、
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
る
本
質
を
も
っ

た
段
階
の
継
起
と
し
て
意
識
さ
れ
る
と
も
言
う
。
ジ
ン
メ
ル
に
あ
っ
て
は
、
行
為
の

二
段
階
構
造
論
は
完
全
に
退
け
ら
れ
、
意
識
性
は
よ
り
基
礎
的
な
心
理
的
要
素
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
不
連
続
関
数
と
し
て
の
意
味
し
か
も
た
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

 

無
論
、
社
会
科
学
や
精
神
科
学
に
お
け
る
意
識
的
な
意
図
や
動
機
に
依
拠
し
た
行

為
の
解
釈
や
理
解
の
問
題
を
ジ
ン
メ
ル
が
蔑
に
し
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、社
会
的
相
互
行
為
に
お
け
る
行
為
者
同
士
の
相
互
理
解
・
解
釈
の
問
題
、

歴
史
家
に
よ
る
歴
史
的
行
為
の
理
解
・
解
釈
の
問
題
な
ど
を
相
対
主
義
化
さ
れ
た
ア

プ
リ
オ
リ
主
義
の
観
点
か
ら
徹
底
し
て
論
じ
た
の
は
他
な
ら
ぬ
ジ
ン
メ
ル
で
あ
る

（
池
田
、
二
〇
一
一
／
一
二
参
照
）。
し
か
し
、
第
一
に
無
意
識
的
過
程
が
意
識
的
過

程
と
絡
み
合
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
基
底
を
な
し
て
い
る
。
第
二
に
、
ど
の

行
為
に
も
明
白
な
思
考
と
意
識
的
な
目
的
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
行
為
は
理
解

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
動
機
も
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ
に

は
特
有
の
困
難
と
不
確
定
性
が
伴
う
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
こ
の
問
題
視
が
ジ
ン
メ

ル
の
場
合
い
か
に
徹
底
し
て
い
る
か
は
、
因
果
論
的
な
説
明
も
目
的
論
的
な
理
解
も

不
可
能
な
行
為
が
存
在
す
る
こ
と
が
自
由
や
当
為
の
消
極
的
条
件
で
あ
り
、
倫
理
的

行
為
と
呼
ば
れ
る
た
め
に
は
少
な
く
て
も
そ
の
原
因
や
動
機
や
目
的
が
特
定
で
き
な

い
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
す
る
主
張(cf. G

SG
 3: ibid.; G

SG
 4: ibid.)

か
ら
も
窺

え
る
で
あ
ろ
う
。 

 

無
意
識
の
問
題
、
す
な
わ
ち
意
識
の
基
盤
は
無
意
識
で
あ
り
、
意
識
と
無
意
識
は

常
に
交
錯
し
、
そ
の
関
係
は
不
確
か
で
あ
る
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
る
。
ま

ず
、
無
意
識
的
・
機
械
的
原
因
か
ら
生
じ
た
行
為
は
多
い
が
、
そ
の
大
半
が
合
目
的

的
で
あ
り
、
し
か
も
合
目
的
性
を
意
識
的
な
意
志
の
結
果
と
見
な
す
思
考
習
慣
が
依

然
と
し
て
根
強
い
た
め
に
行
為
の
原
因
を
事
後
的
に
意
識
内
部
の
原
因
＝
意
識
的
目

的
設
定
に
帰
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
ジ
ン
メ
ル
の
指
摘
に
注
目
し
て
み
る
。「
集
団

で
も
個
人
で
も
、
多
く
の
こ
と
が
暗
示
や
意
識
的
部
分
が
消
え
去
っ
て
久
し
い
固
定

化
し
た
意
識
機
構
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
無
意
識
的
刺
激
に
応
じ
て
起
き
て
い
る
。

そ
れ
で
も
こ
う
し
た
こ
と
は
、
形
式
的
に
合
目
的
的
で
あ
る
た
め
意
識
内
部
に
あ
る

原
因
に
事
後
的
に
帰
せ
ら
れ
る
。
…
…
。
同
じ
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
機
械
的
な
仕
組

み
と
無
意
識
的
必
然
性
か
ら
生
じ
た
幾
多
の
人
間
活
動
を
意
識
的
な
目
的
設
定
の
結

果
と
し
て
表
象
す
る
の
で
あ
る
」(G

SG
 2: 313; cf.G

SG
 3: 295ff.)

。
ジ
ン
メ
ル

は
こ
の
い
わ
ば
目
的
意
識
を
伴
わ
な
い
合
目
的
的
行
為
を
習
慣
化
・
自
動
化
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
用
い
て
も
説
明
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
当
初
の
意
識
的
目
的
は
無
意
識
に

「
沈
下
」
し
て
目
的
意
識
を
伴
わ
ず
に
行
為
が
遂
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
目
的
が

存
在
し
な
く
な
っ
て
も
、
な
ん
ら
か
の
外
的
な
き
っ
か
け
か
内
的
な
習
慣
化
に
よ
っ

て
類
似
の
刺
激
が
も
た
ら
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
刺
激
に
反
射
的
に
応
答
し
て
一
定
の
行

為
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
従
っ
て
有
意
味
な
行
為
連
関
を
た
だ
ち
に
目
的
論
的

な
意
識
過
程
に
求
め
る
の
は
単
純
す
ぎ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 
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意
識
作
用
へ
の
無
意
識
の
関
与
に
関
し
社
会
理
論
的
に
み
て
よ
り
重
要
な
の
は

「
客
観
的
形
成
体
」
の
存
在
と
機
能
で
あ
る
。
客
観
的
形
成
体
は
諸
個
人
の
意
識
活

動
な
く
し
て
成
立
し
な
い
も
の
の
、
個
人
意
識
は
社
会
全
体
の
ご
く
一
部
に
向
け
ら

れ
る
だ
け
で
全
体
そ
の
も
の
を
志
向
す
る
こ
と
は
な
い
。
個
別
の
意
識
活
動
で
は
、

無
数
の
個
別
行
為
が
集
合
す
る
過
程
や
結
果
、
更
に
そ
の
た
め
の
条
件
で
あ
り
帰
結

で
あ
る
社
会
的
形
式
の
成
立
・
再
成
立
そ
の
も
の
が
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
り
、

「
…
社
会
形
成
体
は
諸
個
人
の
目
的
意
識
の
傍
ら
で
、
こ
の
目
的
意
識
を
経
な
い
形

で
構
成
さ
れ
て
生
成
す
る
」(G

SG
 2: 316

傍
点
ジ
ン
メ
ル)

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
「
目
に
見
え
る
歴
史
的
な
表
出
［
＝
内
的
意
識
の
表
出
と
し
て
の
行
為
の
謂
］
の

背
後
に
、
そ
れ
を
理
解
し
結
び
つ
け
る
た
め
に
完
全
な
意
識
が
そ
の
連
続
関
数
と
し

て
想
定
さ
れ
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
」(ibid.)

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
個
人
の
意
識
内
容
を
行
為
の
連
続
関
数
と
見
な
し
て
一
定
規
模
以
上

の
社
会
的
行
為
な
い
し
行
為
の
社
会
的
連
関
を
理
解
あ
る
い
は
説
明
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
部
分
の
不
当
な
普
遍
化
・
全
体
化
に
陥
る
こ
と
に
な
る
。 

 

目
的
意
識
と
そ
れ
に
基
づ
く
（
と
思
わ
れ
て
い
る
）
行
為
と
の
関
係
は
目
的
論
的

行
為
モ
デ
ル
で
仮
定
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
と
ジ
ン
メ
ル
が
考
え
て
い
る

こ
と
は
、
再
三
触
れ
た
。
こ
の
点
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
あ
る

行
為
の
動
機
が
利
己
主
義
的
な
も
の
な
の
か
利
他
主
義
的
な
も
の
な
の
か
を
判
断
す

る
こ
と
さ
え
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
が
論
じ
る
個
所
を
検
討
し
て
み
る

(cf.G
SG

1: 197; 3: 92ff.)

。
ま
ず
ジ
ン
メ
ル
は
、
行
為
者
自
身
が
自
己
の
行
為
の
目

的
を
的
確
に
捉
え
て
い
な
い
場
合
が
多
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
事
態
が
更

に
複
雑
に
な
る
の
は
、
高
度
文
化
で
は
利
己
的
行
為
で
も
利
他
的
行
為
で
も
社
会
的

行
為
＝
社
会
的
相
互
作
用
の
一
般
的
・
客
観
的
形
式
が
形
成
さ
れ
、
行
為
者
が
こ
れ

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
が
行
為
者
の
内
面
＝
心
情
に
も
反

作
用
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
帰
結
は
何
か
と
い
う
と
、「
こ
の
交
流
形
式
が
個

人
的
行
為
の
内
容
に
も
強
い
力
を
も
つ
よ
う
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
行
為
内
容
の
利

己
主
義
と
形
式
の
利
他
主
義
と
が
交
錯
し
、
結
局
、
公
正
な
行
為
が
単
に
利
己
目
的

の
手
段
と
し
て
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
独
自
の
倫
理
的
関
心
に
由
来
す
る
の
か

決
定
で
き
な
く
な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
」(ibid.95)

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
社
会
圏
の
拡
大
・
分
化
と
と
も
に
、
個
別
行
為
が
社
会
的
行
為
と
し
て
実
現
す
る

た
め
に
必
要
な
一
般
的
・
社
会
的
媒
体
形
式
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
行
為
者
の
内
面

に
も
逆
作
用
し
て
そ
の
行
為
の
意
志
や
動
機
や
意
味
（
こ
こ
で
は
利
己
目
的
の
手
段

と
い
う
意
味
と
利
他
的
関
心
の
実
現
と
い
う
意
味
）
を
屈
折
・
錯
綜
さ
せ
、
そ
の
意

識
内
容
の
倒
錯
を
助
長
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
多
数
の
相
互
行
為

の
集
積
・
集
合
の
直
接
間
接
の
結
果
・
条
件
・
媒
介
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
行
為
の
動

機
の
性
格
・
構
造
も
そ
の
主
観
的
・
客
観
的
意
味
も
的
確
に
理
解
で
き
な
い
、
別
言

す
る
と
、
行
為
の
説
明
と
そ
の
動
機
の
理
解
は
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
含
意
す
る
。 

 

行
為
実
現
の
社
会
的
媒
介
が
多
岐
に
渡
っ
て
分
節
化
す
る
長
大
な
連
鎖
と
な
り
、

そ
の
複
雑
化
が
行
為
者
の
動
機
や
関
心
に
逆
作
用
し
て
い
く
現
象
と
し
て
ジ
ン
メ
ル

が
好
ん
で
取
り
上
げ
る
も
う
ひ
と
つ
の
事
例
が
目
的
―
手
段
系
列
の
問
題
で
あ
る

(cf.G
SG

 2: 49ff.; G
SG

 6: 254ff., 292ff.)

。
こ
の
問
題
は
ま
た
、
行
為
過
程
を
目

的
行
為
に
単
純
化
し
、
行
為
連
鎖
を
単
な
る
目
的
―
手
段
系
列
の
目
的
論
的
連
関
と

見
な
し
た
場
合
、
そ
の
合
目
的
性
＝
目
的
合
理
性
の
徹
底
が
結
果
的
に
何
を
も
た
ら
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す
の
か
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
。
ま
ず
概
念
的
に
見
て
、
目
的
は
手
段
を
前
提
に
す

る
。
そ
の
充
足
に
障
害
や
困
難
の
克
服
を
な
ん
ら
要
し
な
い
、
つ
ま
り
手
段
を
全
く

必
要
と
し
な
い
欲
求
は
目
的
と
呼
ぶ
意
味
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
第
一
に
、
手

段
の
所
有
は
目
的
の
実
現
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
目
的
そ
の
も
の
を
生
み
出
す
。

「
…
む
し
ろ
物
質
や
力
の
所
有
に
促
さ
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
れ
に
媒
介
さ
れ
た
特

定
の
目
的
を
設
定
す
る
こ
と
が
頻
々
に
あ
る
。
目
的
が
手
段
の
考
え
を
生
む
と
手
段

が
目
的
の
考
え
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
」(G

SG
 6: 266)

。
目
的
論
的
連
鎖
の
延
長
・

複
雑
化
に
よ
り
目
的
と
手
段
と
の
螺
旋
状
の
相
互
関
係
が
形
成
さ
れ
、
両
者
は
相
互

に
制
約
し
合
う
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
、
目
的
―
手
段
系
列
の
拡
大
・
錯
綜
は
手
段

の
自
立
化
や
自
己
目
的
化
を
招
来
す
る
。
そ
も
そ
も
ジ
ン
メ
ル
の
認
識
で
は
、（
社
会

制
度
も
含
め
た
）
道
具
＝
手
段
は
元
来
、
事
前
に
は
確
認
で
き
な
い
よ
う
な
多
く
の

目
的
に
役
立
ち
、
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
た
も
の
と
は
異
な
る
目
的
を
獲
得
す
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
多
く
の
目
的
に
役
立
つ
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
だ
け
大
き

な
価
値
を
持
つ
よ
う
に
な
る
半
面
、
特
定
の
目
的
に
は
無
関
係
に
な
っ
て
い
く
。
更

に
行
為
の
合
目
的
性
＝
目
的
合
理
性
が
追
及
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
当
面
の
合
目

的
的
な
手
段
の
創
出
・
精
緻
化
に
行
為
者
の
関
心
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
中
さ
れ
て
本

来
の
目
的
は
意
識
野
の
遠
景
と
化
し
て
い
く
。
ま
た
個
々
の
行
為
は
最
終
目
的
か
ら

見
れ
ば
全
く
の
一
手
段
に
す
ぎ
な
い
は
ず
な
の
だ
が
、
延
々
と
伸
び
る
目
的
論
的
な

行
為
連
鎖
の
な
か
で
は
当
座
目
的
に
対
し
て
は
手
段
的
意
味
を
も
つ
と
同
時
に
遡
及

的
に
は
そ
れ
自
体
が
ひ
と
つ
の
（
部
分
）
目
的
で
も
あ
る
。
し
か
し
ま
た
逆
に
、
個
々

の
行
為
は
別
の
行
為
の
目
的
で
あ
る
と
同
時
に
、（
次
の
瞬
間
に
は
そ
れ
自
体
も
ま
た

手
段
に
す
ぎ
な
い
と
判
明
す
る
）
目
的
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
と
も
言
え
る
。
要
す
る

に
、
行
為
連
関
を
純
粋
に
〈
目
的
行
為
の
目
的
論
的
連
鎖
〉
と
単
純
化
し
た
と
し
て

も
、
高
度
複
雑
社
会
に
あ
っ
て
は
「
あ
る
目
的
論
的
契
機
を
目
的
と
見
な
す
か
手
段

と
見
な
す
か
は
立
場
次
第
な
の
で
あ
る
」(ibid.,304)

と
い
う
著
し
い
相
対
化
・
多

次
元
化
が
帰
結
す
る
と
い
う
の
が
ジ
ン
メ
ル
の
結
論
な
の
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、

合
目
的
的
行
為
の
反
復
・
集
積
は
必
然
的
に
目
的
喪
失
を
生
み
出
し
、
目
的
行
為
の

本
来
的
意
味
を
消
し
去
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

行
為
論
で
は
概
し
て
、
行
為
目
的
は
目
的
行
為
自
体
と
は
無
関
係
に
設
定
さ
れ
行

為
の
外
部
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
当
為

が
動
機
と
な
っ
て
行
わ
れ
る
行
為
で
は
、
当
為
感
情
と
い
う
動
機
は
行
為
の
反
復
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
う
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
主
張
す
る(cf.G

SG
 3: 40ff.)

。
行
為
の
反

復
過
程
が
本
来
の
動
機
を
消
却
し
、
自
己
の
動
機
を
自
ら
生
み
出
し
て
い
く
と
い
う

の
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
行
為
論
は
、
一
連
の
行
為
を
相
互
に
バ
ラ
バ
ラ
に
で
は
な

く
、
時
空
的
に
一
定
規
模
を
持
っ
た
反
復
・
集
合
過
程
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
行

為
自
体
が
行
為
の
目
的
を
生
産
し
再
生
産
し
て
い
く
機
序
が
明
ら
か
に
な
る
場
合
が

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
。
も
う
一
例
を
挙
げ
て
み
る
。
ジ
ン
メ
ル
は

倫
理
的
過
程
の
理
解
に
不
可
欠
な
重
要
規
則
と
し
て
、「
特
定
の
行
為
様
式
の
原
因
と

な
る
感
情
の
方
も
、
そ
の
行
為
様
式
が
何
ら
か
の
別
の
動
機
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

た
場
合
に
は
、
逆
に
そ
の
行
為
様
式
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
」(ibid.,40ff.)

と
い

う
原
理
を
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
例
え
ば
、
あ
る
特
定
の
具
体
的
な
動
機
か
ら
多
大

な
労
力
と
犠
牲
を
払
っ
て
一
定
の
行
為
を
繰
り
返
し
て
い
く
と
、
そ
の
行
為
過
程
そ

の
も
の
対
し
て
（
例
え
ば
障
害
や
困
難
を
克
服
す
る
こ
と
自
体
へ
の
評
価
や
快
感
と

い
っ
た
）
特
別
の
価
値
や
感
情
が
生
じ
て
当
初
の
具
体
的
動
機
か
ら
自
立
し
て
い
き
、
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そ
の
後
は
む
し
ろ
更
な
る
行
為
反
復
の
原
因
に
転
化
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
う

少
し
一
般
化
す
れ
ば
、
行
為
結
果
が
次
の
行
為
の
原
因
に
転
化
す
る
。
行
為
の
反
復

過
程
そ
れ
自
体
が
更
な
る
行
為
反
復
の
動
機
や
原
因
を
生
産
・
再
生
産
し
て
い
く
。

逆
言
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
、
あ
る
行
為
の
動
機
は
先
行
行
為
の
結
果
で
あ
る
こ
と
に

な
る
。 

 

し
か
し
、
ジ
ン
メ
ル
の
行
為
論
の
特
質
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
行
為
を
相
互
作
用

と
し
て
把
握
す
る
点
に
あ
る
。
行
為
の
反
復
が
そ
の
後
の
行
為
の
誘
因
に
な
っ
て
い

く
こ
と
に
注
意
が
向
け
ら
れ
る
の
も
、
行
為
の
本
質
が
主
客
間
の
相
互
作
用
に
あ
る

と
考
え
る
か
ら
だ
。「
こ
の
目
的
の
意
識
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
過
程
は
行
為
の
特
定
の

客
観
的
結
果
に
向
け
て
開
始
さ
れ
、
主
体
に
対
す
る
こ
の
結
果
の
反
応
な
い
し
結
果

に
対
す
る
主
体
の
反
応
に
よ
っ
て
終
わ
る
。
目
的
行
為
の
原
理
的
意
義
は
つ
ま
り
、

そ
れ
が
主
体
と
客
体
と
の
間
に
生
み
出
す
相
互
作
用
に
あ
る
の
で
あ
る
」(G

SG
 6: 

256

傍
点
池
田)

。
相
互
作
用
の
視
点
か
ら
行
為
を
扱
お
う
と
す
る
方
法
論
の
美
点
が

端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
が
〈
意
図
せ
ざ
る
／
意
図
と
は
反
対
の
／
予
測
せ
ざ
る
結

果
〉
と
い
う
事
象
の
考
察
で
あ
ろ
う
。
現
実
の
複
雑
な
行
為
連
関
で
は
、
意
図
せ
ざ

る
結
果
、
予
測
せ
ざ
る
結
果
は
例
外
で
は
な
く
、
常
態
で
あ
る
と
い
う
の
が
ジ
ン
メ

ル
の
見
立
て
で
あ
る
。
個
人
の
個
別
行
為
も
社
会
的
な
行
為
連
鎖
の
一
環
、
社
会
的

な
行
為
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
つ
の
結
節
点
で
あ
り
、
あ
る
行
為
は
そ
の
反
作
用
と
し

て
必
然
的
に
他
者
の
行
為
を
引
き
起
こ
し
、
こ
の
他
者
の
行
為
が
ま
た
そ
の
反
作
用

と
し
て
必
然
的
に
第
三
者
の
行
為
を
惹
起
し
て
い
く
云
々
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。

あ
る
行
為
の
結
果
は
必
然
的
に
他
の
無
数
の
行
為
と
の
相
互
作
用
の
結
果
で
あ
る
の

だ
。
し
か
も
「
わ
れ
わ
れ
の
生
活
環
境
を
構
成
す
る
要
素
は
、
あ
る
方
向
に
き
っ
か

け
が
与
え
ら
れ
る
と
、
非
常
に
頻
々
に
、
次
第
に
ま
す
ま
す
多
く
の
潜
在
力
が
解
き

放
た
れ
て
い
く
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
ひ
と
た
び
最
初
の
衝
撃
が
起
き
る
と
、
そ
の

後
の
衝
撃
は
不
要
で
あ
る
。
そ
の
運
動
は
与
え
ら
れ
た
方
向
に
強
度
を
増
し
な
が
ら

展
開
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
個
人
の
最
初
の
行
為
は
ひ
と
つ
の
客
観
的
な
力
と
し

て
作
用
し
て
い
き
、
こ
の
力
は
、
主
観
的
な
意
図
と
は
全
く
無
関
係
に
、
と
り
わ
け

最
初
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
行
為
に
含
ま
れ
て
い
る
倫
理
的
功
績
や
倫
理
的
罪
悪
の

程
度
と
は
不
釣
り
合
い
に
、
環
境
に
受
け
と
め
ら
れ
さ
ら
に
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
く

の
で
あ
る
」(G

SG
 4: 174.)

。
あ
る
行
為
に
お
い
て
か
か
わ
る
事
物
や
人
物
に
は
そ

れ
ぞ
れ
ま
た
幾
重
も
の
対
物
・
対
人
関
係
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
そ
し
て
行

為
に
よ
っ
て
一
対
象
に
作
用
す
る
時
、
そ
の
対
象
単
独
の
力
だ
け
で
な
く
、
そ
の
対

象
と
結
合
す
る
幾
多
の
要
素
と
そ
の
力
の
相
互
作
用
の
複
雑
な
複
合
全
体
が
対
象
側

か
ら
の
反
作
用
に
関
与
し
て
く
る
。
こ
れ
が
連
鎖
の
輪
環
ご
と
に
規
模
を
飛
躍
的
に

拡
大
し
な
が
ら
反
復
さ
れ
て
い
く
わ
け
だ
か
ら
、
増
強
さ
れ
た
行
為
結
果
が
絶
え
ず

行
為
自
体
に
逆
作
用
し
て
い
き
、
拡
大
さ
れ
た
逆
作
用
が
更
な
る
行
為
の
作
用
力
を

累
乗
し
、
そ
の
反
作
用
を
爆
発
的
に
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
複
雑
に
絡
み
合
っ

た
行
為
連
関
は
作
用
―
反
作
用
の
飛
躍
的
な
自
己
増
殖
連
鎖
、
拡
大
再
生
産
過
程
で

も
あ
る
と
い
う
の
が
、
ジ
ン
メ
ル
の
相
互
行
為
論
の
重
要
テ
ー
ゼ
の
一
つ
な
の
で
あ

る
。
無
論
、「
予
測
（
計
算
）
不
能
な
錯
綜
」(ibid .174.)

以
外
の
何
も
の
で
も
な
い

作
用
―
反
作
用
の
螺
旋
連
鎖
の
中
で
行
為
者
の
当
初
の
主
観
的
意
図
や
意
味
づ
け
は

無
化
し
、
意
図
せ
ざ
る
結
果
、
予
測
せ
ざ
る
結
果
が
絶
え
ず
生
み
出
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。 

 

相
互
作
用
と
し
て
の
行
為
と
い
う
視
点
が
い
か
に
多
く
の
社
会
学
的
着
想
を
ジ
ン
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メ
ル
に
も
た
ら
し
た
の
か
、
一
般
の
社
会
学
史
・
ジ
ン
メ
ル
研
究
で
は
注
目
さ
れ
る

こ
と
の
ほ
と
ん
ど
な
い
、
い
わ
ん
や
そ
の
先
取
権
な
ど
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

二
つ
の
ア
イ
デ
ア
を
事
例
に
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
一
つ
は
「
ラ
べ
リ
ン
グ
論
」

的
逸
脱
論
（
ベ
ッ
カ
ー
、
一
九
七
八
）
に
つ
な
が
る
発
想
で
あ
る(cf.G

SG
 3: 207f.)

。

「
売
春
婦
に
対
し
て
社
会
が
そ
う
し
た
理
由
で
示
す
蔑
視
は
悲
劇
的
な
循
環
を
も
た

ら
し
、
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
者
は
こ
の
循
環
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き

な
い
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
者
は
良
俗
に
反
し
て
い
る
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
排
除
さ
れ
る
こ
と
で
ま
す
ま
す
良
俗
に
反
し
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
悪
行
が
止

む
こ
と
な
く
悪
事
を
生
み
出
し
て
い
く
の
も
、
そ
の
主
体
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
こ
う

し
た
社
会
的
媒
介
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
社
会
の
蔑
視
ゆ
え
に
、
そ
れ
を
受
け

た
個
人
は
社
会
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
規
範
に
対
し
て
次
第
に
無
頓
着
に
な
り
、
い

や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
意
識
的
に
敵
視
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
背
徳
者
が
内
面
的

な
自
己
破
壊
に
抗
す
る
支
え
を
こ
の
敵
対
的
態
度
に
見
出
し
、
ま
た
外
面
的
に
も
他

の
あ
ら
ゆ
る
生
存
機
会
を
社
会
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
い
、
禁
じ
ら
れ
た
手
段

に
し
か
そ
の
機
会
を
見
出
せ
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
る
の
で
あ
る
」(ibid.: 208)

。
そ

し
て
た
と
え
悔
悛
し
て
も
、
そ
れ
は
逸
脱
ほ
ど
確
実
か
つ
目
に
見
え
る
形
で
示
す
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
社
会
的
追
放
は
一
生
続
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

ラ
ベ
リ
ン
グ
論
の
基
本
ア
イ
デ
ア
の
い
く
つ
か
を
先
取
り
す
る
こ
の
叙
述
で
注
目
し

た
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
「
良
俗
に
反
す
る
行
為
と
社
会
的
反
応
と
の
相
互
作
用
」

(ibid.)

、
し
か
も
両
者
間
に
展
開
さ
れ
る
「
悲
劇
的
循
環
」
、
つ
ま
り
負
の
ス
パ
イ
ラ

ル
、
悪
の
劇
化
現
象
の
中
で
の
一
契
機
あ
る
い
は
そ
の
総
体
と
し
て
逸
脱
行
為
を
把

握
し
よ
う
と
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
逸
脱
行
為
の

動
機
は
自
己
の
行
為
が
引
き
起
こ
す
社
会
的
反
応
に
対
す
る
反
応
、
そ
れ
が
ま
た
引

き
起
こ
す
社
会
的
反
応
に
対
す
る
反
応
…
等
々
と
し
て
、
そ
し
て
逸
脱
行
為
は
逸
脱

行
為
（
原
因
）
に
対
す
る
社
会
的
反
応
（
結
果
＝
原
因
）
に
対
す
る
逆
反
応
（
結
果

＝
原
因
）
で
あ
り
、
そ
の
更
な
る
社
会
的
反
応
つ
ま
り
更
な
る
逸
脱
行
為
の
原
因
で

あ
り
…
等
々
と
説
明
す
る
こ
と
で
初
め
て
理
解
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
る

い
は
肝
要
な
の
は
、
行
為
と
は
そ
も
そ
も
相
互
作
用
で
あ
る
と
い
う
行
為
の
基
本
性

質
・
構
造
の
な
か
に
す
で
に
、
逸
脱
行
為
が
社
会
的
反
作
用
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ

が
ま
た
逸
脱
行
為
を
引
き
起
こ
し
（
つ
ま
り
反
作
用
の
原
因
に
な
る
こ
と
で
自
己
原

因
に
な
る
）
云
々
と
い
う
相
互
反
応
行
為
の
連
鎖
構
造
の
必
然
、
相
互
増
幅
の
螺
旋

構
造
の
必
然
が
宿
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。 

 

取
り
上
げ
た
い
二
つ
目
の
ア
イ
デ
ア
は
、「
予
言
の
自
己
成
就
」
（
マ
ー
ト
ン
、
一

九
六
一
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
（
た
だ
し
「
予
言
の
自
己
破
壊
」
に
関
連
す
る
記

述
は
見
ら
れ
な
い
）(cf.G

SG
 3: 385ff.)

。
ジ
ン
メ
ル
は
こ
の
現
象
を
「
元
来
は
過

っ
て
い
た
現
実
の
振
る
舞
い
に
つ
い
て
の
表
象
が
こ
の
現
実
を
変
え
て
事
後
的
に
真

に
な
る
と
い
う
頻
繁
な
出
来
事
の
一
つ
」(ibid.,385)

と
す
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
強
調

点
の
ひ
と
つ
は
「
実
践
的
、
心
理
的
、
社
会
的
領
域
で
は
、
思
惟
の
対
象
は
思
惟
す

る
と
き
に
初
め
て
作
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
表
象
と
相
互
作
用

し
て
生
成
存
続
し
、
こ
の
表
象
が
そ
の
意
味
に
従
っ
て
次
第
に
作
用
し
現
実
を
改
変

す
る
」(ibid.)

と
い
う
現
実
に
対
し
て
も
つ
観
念
の
変
革
力
で
あ
る
。
こ
の
観
念
が

発
揮
す
る
現
実
的
な
力
の
た
め
に
、
当
初
は
誤
っ
て
い
た
（
当
事
者
や
第
三
者
の
）

信
念
・
判
断
あ
る
い
は
非
現
実
的
な
期
待
や
目
標
の
抱
懐
が
そ
れ
に
従
う
徹
底
し
た

行
為
を
誘
引
し
、
誤
っ
た
信
念
が
な
け
れ
ば
生
じ
得
な
か
っ
た
主
観
的
・
客
観
的
条
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件
を
そ
れ
と
は
意
識
せ
ず
結
果
的
に
、
つ
ま
り
行
為
の
意
識
も
意
図
も
し
て
い
な
い

反
作
用
の
結
果
と
し
て
生
み
出
し
て
し
ま
い
、
誤
っ
て
い
た
は
ず
の
信
念
や
目
標
の

内
容
を
現
実
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
可
能
に
な
る
の
も
、
行
為

が
（
そ
の
重
要
な
い
く
つ
か
が
「
条
件
」
と
し
て
意
識
さ
れ
る
）
様
々
な
内
的
・
外

的
要
因
と
の
相
互
作
用
と
し
て
成
立
し
て
お
り
、
こ
の
相
互
作
用
の
過
程
の
不
断
の

結
果
と
し
て
条
件
要
因
も
変
容
を
被
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
が
あ
る
の
は
、

こ
の
「
〝
誤
っ
た
〟
予
言
の
自
己
成
就
」
と
し
て
の
行
為
は
、
当
事
者
に
よ
っ
て
「
考

え
ら
れ
た
意
味
」
、
意
識
さ
れ
た
目
的
や
動
機
に
即
し
て
考
え
る
と
「
予
言
の
自
己
成

就
」
と
し
て
理
解
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
単
な
る
目
的
実
現
の
行
為
と
し
て

し
か
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
他
方
、
こ
の
行
為
は
、
少
な
く
と
も
当
初
は
、
条

件
の
不
備
・
欠
落
ゆ
え
に
目
的
を
実
現
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
非
合
目
的
的
な
行

為
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
ま
た
、
ま
さ
に
徹
底
し
た
非
合
目
的
的
行
為
で
あ
る
が

た
め
に
、
通
常
の
合
目
的
的
行
為
で
は
実
現
で
き
な
い
よ
う
な
目
的
を
実
現
し
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
他
、
大
衆
・
集
合
行
動
や
統
計
問
題
に
つ
い
て
の
ジ
ン
メ
ル
の
議
論
も
非
常

に
重
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
も
あ

れ
、
最
後
に
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ジ
ン
メ
ル
が
社
会
的
行
為
の
こ
う
し
た
複

雑
性
と
意
識
性
に
つ
い
て
の
一
連
の
帰
結
を
十
分
に
踏
ま
え
た
う
え
で
、
そ
れ
に
適

合
的
に
対
処
で
き
る
よ
う
な
仕
方
で
新
規
の
社
会
科
学
と
し
て
の
社
会
学
の
構
築
や

歴
史
学
・
倫
理
学
の
批
判
的
基
礎
づ
け
を
試
み
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た

事
情
へ
の
目
配
り
を
欠
く
初
期
ジ
ン
メ
ル
論
は
一
面
的
で
皮
相
な
も
の
に
し
か
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。 
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